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F・11　　通常量投与にもかカわ らず 繰 り返 しカル バマ

　　　　　ゼピン中毒に陥る 16歳女性例。

F −12　　肝移植後 に 内側側頭葉て んかんを発症 した

　　　　　WilS  病の 1例免疫抑制剤 （FK506 ）の

　　　　　副作用 ？
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【は じめ に 】通 常量のカ ル バ マ ゼ ピン錠剤投与で
一
過 性に血

中濃度の 急激な上昇を来たし、嘔吐頭痛等の 中毒症状を3回

繰り返 した 16歳女性伽崎経験したの で 報告する。【症例】現在

16歳の 姓 11歳で 全身強直間代痙攣 10分あり、脳波で は

左狽頗 部に鋭波 を認め 二次性 全般化てんか ん としてバ ル プ

ロ 酸投与を開始した。以後年 1 回 程度弓齷 ｛痙攣があっ た。夏3

歳で右手で顔を掻くような動作が持続する複雑部分発f乍がみ

られ、バ ル プ ロ 酸中止 しカル バ マ ゼ ピン （CBZ｝に変更 した 。

CBzemng 分 2内服 後 3hrで 血 中濃度は 103μ g！回 であっ

た。 CBZ へ 変更 7ヶ月後の 1998年 】1月、急に頭痛や嘔吐 が

出現 し来隗 意識は JCSI で痙攣なく、CBZI8 ．7μ 脚 （内服

θπ 後）であ っ た。輸薩 敗善し CBZ は     分2へ減量し

た。　1998年 12月 にも同輯 がみ られ CB228D μ g刎 （内

服55hr後）、頭痛嘔吐 中の 脳 波は覚醒からqrindledi現で正常

で あっ た。本人に確認 して も過 量 内服 は してな かっ た。1999

年 8月の CBZ734 μ g   で 安定してい たが．　1999年 11月 に

同 様 の 中 毒 症 状 が あ り 、CBZZ5 ．0 μ 帥 皿 、

CBZIO ．11−ep （〕xkk53 μ g  1 で あっ た。　CBZ 開始後は痙攣な

い ため、そ の まま継続投与中である。【結語】錠剤で 調剤ミス

は なく、本 人や家族 に確認 しても過 量投 与の 事実は なく CBZ

中毒の 原因は不明で ある。季節は 11−12 月に集中しO ・るの

が特徴で あっ た。

内恨蜘顧葉てんか ん の 多くは 乳幼児期の 重篤な複合型熱

性けい れんの 後数年間 の 休止 期を経て発症し、
一
時寛解し

た後思春期以 後発僧 ま難治化する。今回、我 々 は 生体部分

肝移植後に 非典型的な経過で 内侭κ貝顕葉て んか んを発症し

た wnson 病患者を経験したの で 報告する。

（症例＞11歳、男児

（既往歴〉熱性け い れんを含め けい れんの 既往なし

（家族歴）特記すべ きことなし

〔現 病歴 ）96 年 11月 1 日（7歳 10 ヵ月）に腹 痛、下痢、黄疸が

出現し、当院で 劇症肝炎型 Wi  病と診断 ． 京 大病院に転

院し、11月13 日に生体部分肝移植（父）を施行され 、術後より

FK506 （プ ロ グラフ）投与開始．術後18 日 目に、突然全 身強

直性けい れん （持続20分）、意譏璋害出現する。頭瓢 異常

なく、血 液
・
髄液 正常で 、FK506 の 血 中濃度は 正 常範囲（5．l

ngtml ）であっ た が 、　FK506 をqck 鱒 ｝ に 変更し、　PHT 開

始、以後けい れん は 認 めず徐々 に意識伏態は 回復する。97

年2月より再び FK506 に 戻し退院 となり、引き続き当院で 経

過観察を行う。

97年12月24 日（移植後13 ヵ月 ）に、突然右上肢を伸展強直

させ、口部自動症を伴い 呼びか けに反応しな くなる複雉部分

発作を起こす。この 頃より時々 頭痛を訴えるように なり、98年

夏頃か ら記憶力の 低下に 気付か れる。98年11月に約 10 分

間の 全身強直間代性けい れ んを趣 す。
99年2月 より上記 の

複雑部分発作が月に1〜2回の 頻度で 蹶 発作間歇賜悩波

で 左 前倶1鸚 こ棘波散発し、豆黜 （FLAIR 法）で 両側海

馬に高信号域 （左 〉右）、
）nIMP −SPECT で 両側 艮1願 葉の

血流低下を認め、内｛則則頭葉て んか ん と診断する。FKse6

の 内1則則頭葉て んか ん発 症へ の 関与 を疑 い 、00年3月よりF

K506 を中止。現在経過観察中で あるが、記憶力は 回復の 兆

しを認 めて い る。
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